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初
め
て
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
県
水
産
課
の
梶
原
と
申
し

ま
す
。
就
業
し
て
か
ら
日
が
浅
い
た
め
、
本
稿
で
は
皆
様
へ
の
自
己

紹
介
も
兼
ね
て
、
北
海
道
で
過
ご
し
た
学
生
時
代
か
ら
現
在
ま
で
に

至
る
ま
で
の
経
緯
を
も
と
に
、
綴
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
兵
庫
県
の
水
産
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
が
、
大
学
・
大
学
院
時
代
は
遊

び
呆
け
て
お
り
、
勉
強
な
ど
ろ
く
に
し
な
い
自
堕
落
な
学
生
生
活
を
お
く
っ
て
お
り
ま
し
た
。
や
が

て
就
職
活
動
に
と
り
か
か
る
時
期
と
な
り
、
芳
し
く
な
い
成
績
の
私
を
見
か
ね
た
当
時
の
研
究
室
の

指
導
教
官
が
、私
が
高
砂
市
出
身
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

運
良
く
拾
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
専
攻
分
野
と
全
く
異
な
る
業
務
内
容
に
加
え
、
な

げ
や
り
で
能
天
気
な
性
格
も
相
ま
っ
て
、
入
庁
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
各
種
関
係
団
体
の
皆
様
に
迷

惑
を
か
け
な
か
っ
た
日
は
未
だ
に
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
専
攻
分
野
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
は
北
海
道
周
辺
海
域
の
魚
類
の
生

態
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
練
習
船
に
乗
り
な
が
ら
月
１
～
２
回
の
ペ
ー
ス
で
津
軽
海
峡
、
道
南

太
平
洋
、
道
南
日
本
海
へ
調
査
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
乗
り
物
酔
い
が
激
し
い
私
に
と
っ
て
冬
の

調
査
は
大
変
過
酷
な
も
の
で
し
た
。
氷
点
下
２
桁
に
達
す
る
気
温
の
中
で
、
嘔
吐
を
堪
え
な
が
ら
観

測
を
行
っ
た
日
々
は
今
で
も
夢
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
デ
ッ
キ
か
ら
眺
め
る
壮

大
な
景
色
は
、
講
義
室
で
は
味
わ
え
な
い
大
自
然
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
、
ま
た
奇
々
怪
々
と
し
た

海
洋
生
物
と
の
出
会
い
は
、
十
二
分
に
私
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
生
の
一
部

分
を
、
北
海
道
と
い
う
場
所
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
経
験
は
、
現
在
の
私
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

故
郷
を
旅
立
っ
て
か
ら
実
に
６
年
ぶ
り
の
帰
郷
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
本
県
の
水

産
振
興
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
私
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
な
い
で
し
ょ
う
。
地
元
兵

庫
の
豊
か
な
海
の
再
生
と
さ
ら
な
る
水
産
業
の
発
展
の
た
め
、思
い
出
を
胸
に
今
日
も
頑
張
り
ま
す
。

表紙の言葉
関西学院大学学生によるカキ種付け（赤穂市坂越）

No.740   June. 2018

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

思
い
出
を
胸
に
帰
郷
兵
庫
県
農
政
環
境
部 

水
産
課
職
員　

梶 

原  

慧
太
郎

　摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会と関西学院
大学文学部 田和 正孝教授のゼミ生との交流は５年目、昨
年のタコ釣り実践に続き、漁業現場での体験学習となりま
した。
　学生たちは漁業者と直接交流を図ることによって、カキ
養殖漁業の知識のほか漁業者の想いや結束を感じてくれ
たようです。
　今回の体験を多くの人に発信していただき、兵庫県の漁
業への理解や海を愛する心に繋げてほしいものです。
 （７ページ記事参照）

	 2	 ようそろ

	 ３	 摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会	通常総会
	 	 淡路地区漁協青壮年部連合会	通常総会

	 ４	 淡路地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 	 一般社団法人	淡路水交会	通常総会

	 ５	 淡路漁協職員協議会	通常総会
	 	 命を守る運動担当者会議
	 	 海難事故をなくそう

	 ６	 淡路	農業×漁業の若手組織連携プロジェクト

	 ７	 関西学院大学田和ゼミ（文学部）との消費流通検討交流会

	 ８	 大輪田塾	第14期生	募集

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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５
月
25
日
（
金
）、
洲
本
市
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

（
17
会
員 

部
員
計
２
４
３
名
）
の
平
成
30
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
崎 

大
輔

会
長
（
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
）
の
挨
拶
、
来
賓
紹

介
に
続
い
て
、
谷
副
会
長
（
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
）

を
議
長
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、
平
成
29
年
度
事

業
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
役
員
改
選

な
ど
の
議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新

年
度
事
業
計
画
と
し
て
、
栽
培
漁
業
・
資
源
管

理
型
漁
業
の
推
進
、
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

な
ど
7
つ
の
項
目
の
う
ち
、「
淡
路
の
魚
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
学
習
会
で
は
、（
公
社
）
日

本
水
産
資
源
保
護
協
会
派
遣
講
師
と
し
て
、
鹿

児
島
大
学
水
産
学
部
鳥
居
享
司
准
教
授
に
よ
る

「
伊
勢
湾
・
三
河
湾
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
業
管
理
と

現
状
と
課
題
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
兵

庫
県
で
も
資
源
量
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
イ
カ
ナ

ゴ
に
つ
い
て
、
他
県
の
漁
業
管
理
方
法
や
今
後

の
展
望
等
の
話
に
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

 

（
文
：
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
）

平
成
30
年
度 

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部

 

連
合
会 

通
常
総
会

　
５
月
19
日（
土
）、

兵
庫
県
水
産
会
館

に
お
い
て
、
摂
津

播
磨
地
区
漁
業
協

同
組
合
青
壮
年
部

連
合
会
（
14
会
員

部
員
計
２
５
０

名
）
は
平
成
30
年

度
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
冒

頭
、
大
西 

正
起

会
長（
Ｊ
Ｆ
伊
保
）

は
「
昨
年
度
も
消

費
流
通
検
討
会
と
し
て
大
学
生
に
対
し

漁
場
見
学
な
ど
の
体
験
学
習
等
の
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き

続
き
浜
に
若
者
を
招
き
漁
業
を
知
っ
て

も
ら
う
活
動
を
は
じ
め
、
各
協
同
組
合

間
と
の
連
携
や
資
源
保
護
な
ど
我
々
青

年
部
に
し
か
で
き
な
い
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
、
平
成
30
年
度

事
業
計
画
の
他
、「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う

会
」
の
報
告
・
事
業
計
画
・
役
員
改
選

の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
学
習
会
で
は
、
藤
倉
船
装

株
式
会
社
の
大
山
氏
よ
り
、
自
動
膨
張

式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
説
明
と
作
動

体
験
が
行
わ
れ
、
作
動
後
の
ボ
ン
ベ
交

換
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
大

会
が
行
わ
れ
、
豪
華
な
賞
品
が
用
意
さ

れ
る
な
か
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

（
文
： 

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合

青
壮
年
部
連
合
会
）

ビンゴ大会 ライフジャケット講習

大西会長挨拶

山崎会長挨拶

イカナゴの資源管理講義

平成 30年度  摂津播磨地区漁業協同組合
青壮年部連合会 通常総会
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
５
月
22
日
（
火
）、
淡
路
水
産
セ
ン

タ
ー
に
て
、
平
成
30
年
度
淡
路
地
区
女

性
部
連
合
会
（
森 

武
美
会
長
：

Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
）
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
会
員
25
名
と
洲
本
農
林
水

産
振
興
事
務
所 

眞
鍋 

厚
所
長
補

佐
、(

一
社
）
淡
路
水
交
会 

東
根 

壽
会
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
中 

稔
彦
参
事
は
じ
め
来
賓
11
名
の
出

席
の
も
と
、
平
成
29
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
同
30
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
役
員
の

交
代
に
伴
い
新
役
員
が
承
認
さ
れ

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
大
阪
大
学
人
間
科

学
研
究
科 

未
来
共
創
セ
ン
タ
ー 

招
へ
い
教
授 

石
蔵 

文
信
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
楽
し
く
生
き
る
た
め
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ　
～
共
に
依
存
し

な
い
生
き
方
を
目
指
し
て
～
」
と
題
し

て
、
共
依
存
せ
ず
自
立
し
た
生
き
方
を

す
る
こ
と
や
、
互
い
を
思
い
や
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

石
蔵
氏
の
楽
し
い
語
り
口
に
よ
り
お
話

に
引
き
込
ま
れ
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
の

関
心
は
と
て
も
高
く
熱
心
に
受
講
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

（
新
役
員
の
ご
紹
介
：
敬
称
略 

●
監
事 

溝
尾 

八
重
（
Ｊ
Ｆ
浅
野
浦
））

（
文
：
淡
路
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会
）

　
一
般
社
団
法

人 

淡
路
水
交

会
（
東
根 

壽

会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡

路
島
岩
屋
）は
、

６
月
１
日（
金
）

に
、 

洲
本
市

内
の
ホ
テ
ル
で

第
８
回
通
常
総

会
を
開
き
、
17

会
員
の
代
表
者

や
県
議
会
、
行

政
機
関
、
系
統

団
体
か
ら
の
来

賓
出
席
者
ら
44

名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
審
議
に
先
立

ち
、
東
根
会
長

は
「
地
産
地
消

の
推
進
を
通
し

て
地
魚
の
鮮
魚

販
売
拡
大
に
繋

が
る
よ
う
に
取

り
組
む
。
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
の
改
正
・
施
行
に
よ
り
、
今
後
は

豊
穣
の
海
を
取
り
戻
し
、
漁
業
者
が
安

心
し
て
漁
業
経
営
を
行
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
、
10
年
・
20
年
後
の
将
来
を

見
据
え
た
対
策
を
た
て
、
国
・
地
方
と

漁
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
兵
庫
県
議
会
永
田 

秀
一

議
員
、
吉
村 
文
章
淡
路
県
民
局
長
、

田
沼 

政
男
Ｊ
Ｆ
兵
庫
県
漁
連
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
来
賓
を
代
表
し
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
総
会
は
Ｊ
Ｆ
洲
本
炬
口 

竹
岡
組
合
長
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成

29
年
度
事
業
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業

計
画
、
役
員
改
選
な
ど
の
議
案
が
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
後
、
社
領 

弘

副
会
長
（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
）
の
閉
会
の
挨

拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
一
般
社
団
法
人 

淡
路
水
交
会
）

地産地消の推進・国・地方・漁業者の連携強化を図る
　～一般社団法人 淡路水交会通常総会 開催～

平
成
30 
年
度 

淡
路
地
区
漁
協
女
性
部

 

連
合
会
通
常
総
会
・
研
修
会

石蔵文信氏の講演
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「
命
を
守
る
運

動 

海
上
安
全
講

習
会
」
は
、
県
内

Ｊ
Ｆ
と
系
統
５
団

体
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
・
共
水
連
兵
庫

県
事
務
所
・
日
本

漁
船
保
険
組
合
兵

庫
県
内
海
支
所
・

ひ
ょ
う
ご
豊
か
な

海
づ
く
り
協
会
・

兵
庫
県
水
産
振
興

基
金
）
が
関
係
行

政
機
関
の
協
力
を

得
て
行
っ
て
お

り
、
毎
年
、
各
団

体
の
担
当
者
が
集

ま
り
、
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
５
月
24
日
（
木
）
に
水
産
会
館
で

行
わ
れ
、
神
戸
運
輸
監
理
部
、
神
戸
・
姫
路
の

海
上
保
安
部
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
、
県
水
産
課

の
担
当
者
も
加
わ
り
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
前
年
度
の
活
動
実
績
や
海
難
事

故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
ほ

か
、
本
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
集
ま
っ
た
担
当
者
か
ら
海

技
大
学
校
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
の
開

催
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
周
知
徹
底
な

ど
海
難
事
故
防
止
の
た
め
の
様
々
な
提
案
も
交

え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
淡
路
漁
協
職
員
協
議
会
（
濵
端

正
司
会
長
：
Ｊ
Ｆ
洲
本
炬
口
：
会

員
数
１
０
２
名
）
の
平
成
30
年
度

通
常
総
会
が
、
６
月
２
日
（
土
）

に
洲
本
市
内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
会
員
と
来
賓
約
40
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
主
催
者
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
（
一
社
）
淡
路
水
交

会 

東
根 

壽
会
長
、
兵
庫
県
淡
路

県
民
局 

洲
本
農
林
水
産
振
興
事

務
所 

眞
鍋 

厚
所
長
補
佐
、
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連 

田
中 

久
善
指
導
部
長

よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
４
名
に
対
す
る
職
員
永

年
勤
続
・
特
別
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
た
後
、
平
成
29
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
平
成
30
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
等
が
審

議
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す

べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
漁
協
基
盤
の
強
化
を

目
指
し
、
講
習
会
・
研
修
会
を
通

じ
て
職
員
の
知
識
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
総
会
は
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

淡
路
漁
協

 
職
員
協
議
会

 
通
常
総
会

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

救命合羽はＪＦ兵庫漁連が
開発したもので、皆様の安全
をサポートします。

海難事故をなくそう！

モデル：大輪田塾13期生 
　　　  土井 祐樹さん　
　　　  （ＪＦ明石浦）

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。
自分自身のために、そして、家族のために是非、着用してください！

　　　　　　　　　　　　　　　　	“平成30年２月より
　　　　　　　　　　　　　　　　		ライフジャケット
　　　　　　　　　　　　　　　　		着用義務化！”

モデル：県水産課 漁政班 
　　　  梶原慧太郎さん

「命を守る運動担当者会議」
 を開催
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
淡
路
地
区
漁
協
青
壮

年
部
連
合
会
（
山
崎 

大
輔
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路

島
岩
屋
）
は
、
洲
本
市

の
農
業
後
継
者
グ
ル
ー

プ
「
洲
本
市
農
業
青
年

会
議
」
と
協
力
し
て
、

淡
路
島
の
農
水
産
物
Ｐ

Ｒ
や
漁
業
や
お
さ
か
な

を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
５
月
20
日
（
日
） 

淡
路
市
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
青
年
部

員
た
ち
で
作
成
し
た
淡

路
島
の
お
魚
販
売
店

マ
ッ
プ
を
は
じ
め
多
く

の
Ｐ
Ｒ
広
告
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

頂
い
た
方
が
参
加
で
き
る
、
玉
ね

ぎ
の
重
さ
１
㎏
を
測
る
「
玉
ね
ぎ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
ワ
ン
コ
イ
ン
で

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
玉
ね
ぎ
を
詰
め
る

「
玉
ね
ぎ
詰
め
放
題
」
で
は
、
大

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
賑
や
か
な
声
が
人
、
ま
た
人
を

呼
び
多
く
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
で
は
大
勢
の

子
供
た
ち
が
水
槽
を
取
り
囲
み
、

普
段
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
生
き
て
い
る
サ
メ
や

ア
ナ
ゴ
、
タ
コ
に
興
奮
し
っ
ぱ
な

し
で
、
子
供
た
ち
と
一
日
中
遊
ん

だ
お
魚
さ
ん
も
疲
れ
た
様
子
で
し

た
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
の
反
省
と
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に
次
の
事
業
に
つ
い
て

の
打
合
せ
を
行
い
、
さ
ら
に
淡
路

島
の
食
材
や
地
域
の
重
要
な
産
業

で
あ
る
一
次
産
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
活
動
へ
結
び
付
け
て
い
く

予
定
で
す
。

 

（
文
：
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部

　
　
　
連
合
会
）

淡路  農業×漁業の若手組織連携プロジェクト
　～淡路産の農水産物イベント～

多くの人に協力いただけました

大人気タッチングプール
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摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
、
関
西
学
院
大

学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教
授
の
ゼ
ミ
生
と
の
交
流
を

平
成
25
年
か
ら
続
け
て
お
り
、
今
年
も
「
消
費
流
通

検
討
交
流
会
」
と
題
し
て
６
月
２
日
（
土
）、
赤
穂

市
坂
越
の
海
の
駅
し
お
さ
い
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
カ
キ
の
種
付
け
か
ら
収
穫
・
カ
キ
剥
き

ま
で
行
い
、
カ
キ
養
殖
を
通
じ
漁

業
の
大
変
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　
田
和
教
授
と
ゼ
ミ
生
ら
17
名

は
、
赤
穂
市
漁
協
青
壮
年
部 

大

河 

弘
樹
部
長
よ
り
西
播
地
区
で

盛
ん
な
カ
キ
養
殖
に
つ
い
て
の
説

明
を
聞
き
、
カ
キ
幼
体
の
着
い
た

ホ
タ
テ
貝
を
ロ
ー
プ
に
付
け
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
カ
ゴ
漁
を
体
験
し
つ

つ
快
適
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
堪
能

し
沖
に
あ
る
カ
キ
養
殖
筏
へ
移
動

し
ま
し
た
。
養
殖
筏
へ
乗
り
移
り

ま
し
た
が
、
竹
と
塩
ビ
パ
イ
プ
で

組
ん
だ
丸
い
足
場
に
歩
く
の
に
一

苦
労
。
な
ん
と
か
ロ
ー
プ
を
吊
る

す
場
所
ま
で
移
動
し
、
カ
キ
を
吊

る
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

カ
キ
の
生
育
状
況
等
を
情
報
発
信

し
、
１
月
の
水
揚
げ
に
向
け
ま
す

ま
す
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
予

定
で
す
。

関
西
学
院
大
学
田
和
ゼ
ミ（
文
学
部
）と
の

 

消
費
流
通
検
討
交
流
会
を
開
催

 

　

～
カ
キ
養
殖
に
つ
い
て
学
習
～　

　

 

体
験
の
感
想　

   

一
部
抜
粋

　
牡
蠣
養
殖
に
つ
い
て
は
収
穫
の
様

子
し
か
見
た
こ
と
が
無
く
て
、
種
付

け
や
イ
カ
ダ
に
紐
を
吊
る
す
工
程
は

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
単
調
で
あ
る

と
と
も
に
大
量
に
こ
な
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
の
工
程
は
、
養
殖
の

基
礎
に
な
る
作
業
で
あ
る
と
と
も

に
、
大
変
か
つ
重
要
な
作
業
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
イ
カ
ダ
一
隻
に

１
０
０
０
本
近
い
紐
を
吊
る
し
、
そ

の
イ
カ
ダ
が
数
百
数
十
と
あ
る
と
聞

い
て
、
改
め
て
第
一
次
産
業
と
い
う

も
の
の
苦
労
や
工
夫
に
感
嘆
す
る
と

と
も
に
、
あ
り
が
た
み
を
感
じ
ま
し

た
。

　
普
段
ス
ー
パ
ー
で
水
産
物
を
買
う

だ
け
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
、生
産
者
の
方
々
の
努
力
や
苦
労
、

そ
し
て
皆
さ
ん
の
素
顔
を
知
る
事
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
年
に
よ
っ

て
不
作
が
あ
っ
た
り
、
漁
業
者
に

よ
っ
て
漁
獲
量
が
異
な
る
な
ど
、
ご

苦
労
や
大
変
な
こ
と
も
多
い
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
牡
蠣

の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
考
え
た
り
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
打
ち
出
し
て
い
く
点

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
販
売
用
の
カ
キ
の
値
段
を
見
る

と
、
決
し
て
安
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
冬
は
寒
く
、
特

に
筏
の
上
は
足
元
も
不
安
定
な
中

で
、
手
作
業
で
カ
キ
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
上
で

み
る
と
、
妥
当
な
値
段
で
あ
る
と
思

え
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
々
同
士
の
仲
が
良
く
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
結
束
力
の
か

た
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
学
生
に

も
優
し
く
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く

だ
さ
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
日

の
体
験
を
通
し
て
、
自
分
自
身
も
漁

業
っ
て
楽
し
い
と
思
え
ま
し
た
し
、

こ
う
い
っ
た
経
験
を
行
う
こ
と
で
将

来
、
漁
業
に
携
わ
り
た
い
と
思
う
人

た
ち
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
ま
し
た
。

　
大
学
で
勉
強
し
て
き
た
漁
業
で

は
、
高
齢
の
漁
業
者
の
皆
さ
ん
が
少

人
数
で
行
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
内

容
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

今
回
お
訪
ね
し
た
坂
越
の
漁
港
で
は

若
い
人
も
多
く
、
漁
業
に
対
し
て

持
っ
て
い
た
自
身
の
印
象
が
少
し
変

わ
り
ま
し
た
。
牡
蠣
の
シ
ー
ズ
ン
に

は
朝
の
4
時
か
ら
養
殖
場
へ
何
度
も

行
き
来
す
る
と
の
こ
と
、
来
年
の
１

月
に
再
び
赤
穂
に
行
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
牡
蠣
を
引
き
揚
げ
る
の
か
見
て

み
た
い
と
関
心
が
大
い
に
湧
き
ま
し

た
。

指導を受けながら種付け作業 カキ養殖について説明

作業後は特製シーフードカレーに舌鼓 筏での作業
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大輪田塾 第14期生 募集しています。
　平成17年に開講された「大輪田塾」は、めまぐるしく変化する社会・経済情勢に対応し、
将来にはＪＦ組織を支えていける人材、つまり「浜のリーダー」育成を目的に始まったもので、
多くの修了生が、ＪＦ組合長・理事などを務め、地域のリーダーとして活躍されています。
　講義は、県・系統団体をはじめ多彩な講師陣による月１～２回の座学を中心に、外部研
修や事務局が適当と認めた会議等も聴講できるといった幅広い知識の習得が可能なカリ
キュラムを組んでいます。

　大輪田塾では、現在、今秋入塾される第14期生を募集しています。
　皆様のご応募をお待ちしております。

◎応募資格
　①原則として、漁業歴10年以上かつ45歳未満
　②原則として、ＪＦ職員歴10年以上かつ45歳未満
のいずれかに該当する者で、所属する組織代表者の推薦を受けた者

◎在籍年限
　原則２年（最長３年）

　募集は８月末まで。その後、面接を行い、運営委員会の選考を経て、10月（予定）
に入塾式を行います。
（�詳しい募集要領は各ＪＦ・団体宛に通知させていただきます。）

問合せ先（事務局）　　（一財）兵庫県水産振興基金
〒673-0883　明石市中崎１丁目２－３　　TEL　０７８－９１９－１３３１

視察研修 大西コルク工場見学（Ｈ29．８）水産会館での講義の様子



9 拓水740号（2018年６月）

ＪＡ兵庫教育センター開設
20周年

―人づくりへの役割発揮―
災害支援の取り組み

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本地震、
九州北部豪雨…災害がおこる中、会員生協・団体
で様々な支援活動が継続して行われています。支
援の一部ですがご紹介させていただきます。
　
【生活協同組合コープこうべ】
「�九州北部豪雨災害ボランティアバス（コープこう
べ協働号）」
　松末中村地区で
民家の床下泥出し
作業などの支援を
行いました。
　９月22日（金）
　　　～25日（月）

【西宮市職員生活協同組合】
「東北復興支援イベントIN阪神競馬場」

　東日本大震災復
興支援として女川
汁、女川町・南三
陸町の物産の販売
とパネル展示を行
いました。
　12月２日（土）

【神戸医療生活協同組合】
「熊本地震被災地支援」
　西原村仮設住宅
で健康相談・健康
チェック・たこ焼
きやアイスクリーム
を提供しました。
　８月26日（土）
　　　～27日（日）

【ろっこう医療生活協同組合】
「大船渡支援・水道筋さんま祭り」

　大船渡から届い
たさんまを炭焼き
し販売。収益金を
義援金として送り
ました。
　10月１日（日）

　ＪＡ兵庫中央会のＪＡ兵庫教育センターが、コ
ープこうべ協同学苑（三木市）内に開設し、20周
年を迎えました。同センターは、平成10年に同
生協の協力を得て、ＪＡグループ兵庫役職員の教
育研修拠点として、明石市にあった「農協研究所」
を発展させ、開設しました。
　同センターは、ＪＡグループの役職員が、階層
別の研修や資格試験の実施、ＪＡの研修体制の
確立支援を行っています。一般職を対象とした「み
どり塾」、課長・支店長クラスを対象とした「あお
い塾」、部室長クラスを対象とした「くすのき塾」
を開講するなど、協同組合運動を支える人づくり
に役割を発揮してきました。その修了生は29年度
末で1,188となり、ＪＡを支える人材として活躍し
ています。
　また、27年度からは、コープこうべとＪＡの職
員が「協同組合の使命と職員の役割」をテーマと
してともに学び合う「協同組合塾」を年３回開講し、
これまでに約300人が参加、交流を深めています。
　５月９日には、同学苑内で20周年記念式典を開
き、県内ＪＡ、連合会、来賓として県、コープこう
べ関係者52人が出席しました。開設と運営に協力
していただいたコープこうべの木田克也組合長と
JAグループ役職員教育に貢献された神戸大学の
保田茂、高田理の両名誉教授に感謝状を贈りまし
た。また、ＪＡと生協の協同関係がこれからも続
くよう想いを込めて桜の木を植樹しました。

石田会長（左）と木田組合長による記念植樹



◆
日
本
は
多
雨
の
国
だ
。
そ
し
て
我
々
は
農
耕
民
族
の
末
裔
で
あ
り
、
雨
の
恩

恵
は
計
り
知
れ
な
い
。
四
季
を
通
し
て
色
ん
な
雨
に
出
遭
う
。
春
の
雨
は
「
慈

雨
」と
も
言
っ
て
万
物
に
生
命
を
吹
き
込
み
、
降
る
毎
に
樹
々
が
元
気
づ
く
。

別
名
を
《
花
の
親
》と
も
い
う
。「
春
雨
」は
煙
る
よ
う
で
、
濡
れ
る
の
も
厭
わ

ぬ
風
情
が
あ
り『
春
雨
じ
ゃ
濡
れ
て
行
こ
う
』と
芝
居
の
台
詞
に
な
っ
た
。樹
々

の
固
い
芽
が
綻
び
「
愉
英
雨
」の
三
字
熟
語
も
あ
る
。
春
の
山
肌
に
若
葉
が
弾

け
て
日
毎
に
変
り
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な
っ
て
《
山
笑
う
》と
季
語
に
い
う
。
時

に
は
待
ち
望
ん
だ
り
、
又
は
恨
め
し
く
思
っ
た
り
、
雨
に
は
二
つ
の
顔
が
あ
る

よ
う
だ
。

◆
雨
を
描
い
た
版
画
に
、
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
［
庄
野
］が
あ
る
。
俄
か

雨
に
走
る
農
夫
や
旅
人
の
姿
を
描
い
て
、
慌
た
だ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
あ
と

ゴ
ッ
ホ
が
模
写
し
た
江
戸
名
所
百
景
［
大
は
し
あ
た
か
の
夕
立
］は
名
品
だ
。

大
慌
て
の
人
々
が
右
へ
左
へ
駆
け
る
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。
薄
墨
と
少
し

濃
い
墨
色
で
雨
を
表
す
。
大
工
仕
事
で
板
取
り
に
使
う
【
墨
壷
】で
引
い
た
直

線
の
よ
う
だ
が
、
実
際
は
定
規
も
使
わ
ず
に
腕
の
感
覚
だ
け
で
一
気
に
彫
っ

て
あ
り
、
神
業
の
よ
う
な
線
の
細
さ
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。
摺
り
師
の
【
ぼ
か

し
】技
も
見
事
だ
。
版
画
の
命
と
言
わ
れ
る
彫
り
師
・
摺
り
師
の
細
心
の
技
術

か
ら
、
大
慌
て
す
る
人
々
の
足
音
や
、
降
り
し
き
る
雨
脚
の
音
ま
で
も
、
聞
こ

え
て
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

◆
雨
を
描
く
場
合
、
通
常
は
糸
を
引
く
よ
う
に
細
い
線
で
書
く
が
、
本
来
の
雨

粒
は
点
な
の
で
あ
る
。
肉
眼
で
は
一
本
の
線
に
見
え
る
雨
粒
だ
が
、
病
院
で
受

け
る
点
滴
の
よ
う
に
丸
み
を
持
っ
た
滴
の
形
を
し
て
い
る
。
絵
本
で
は
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
型
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
雨
粒
は
球
形
を
し
て
お
り
、

大
粒
の
雨
は
饅
頭
型
で
下
面
が
平
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
絵
本
に
出

て
く
る
雨
粒
が
、
饅
頭
の
形
で
は
サ
マ
に
は
な
る
ま
い
。
た
と
え
絵

本
作
家
の
作
り
物
で
は
あ
っ
て
も
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
型
の
可
愛
い
滴

が
相
応
し
い
よ
う
だ
。
雨
を
詠
ん
だ
俳
句
に
も
、
情
緒
の
溢
れ
た
優

れ
た
も
の
が
多
い
。「
で
で
虫
の 

雨
や
明
石
の
蛸
壺
に
／
青
畝
」

◆
雨
の
名
前
を
集
め
た
解
説
本
を
読
ん
だ
。
著
者
は
詩
人
で
内
容

に
合
わ
せ
た
沢
山
の
写
真
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
に
雨
を

表
す
言
葉
が
有
っ
た
か
と
語
彙
の
豊
富
さ
に
驚
い
た
。
写
真
も
雨

の
表
情
を
見
事
に
表
し
て
、
感
性
の
鋭
さ
と
情
緒
の
豊
か
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。
雨
中
で
の
撮
影
は
サ
ゾ
苦
心
し
た
ろ
う
と
思
う
。「
梅

雨
」は
六
月
半
ば
か
ら
凡
そ
一
カ
月
ほ
ど
続
く
。
こ
の
長
い
雨
期
に

対
す
る
言
い
回
し
も
実
に
豊
か
で
、
地
方
に
よ
り
呼
び
方
が
丸
で

違
っ
て
い
て
面
白
い
。
暑
い
夏
を
迎
え
る
前
の
、
鬱
陶
し
い
長
雨
の

季
節
を
何
だ
か
愉
し
ん
で
い
る
よ
う
で
、
長
雨
に
我
ら
は
稲
作
民

族
だ
っ
た
と
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
。
時
に
は
猛
烈
な
集
中
豪
雨
と
な

り
、
土
石
流
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
す
が
、
青
い
田
圃
に
カ
エ
ル
の

激
し
い
鳴
き
合
戦
が
聞
こ
え
る
の
は
、
豊
か
に
安
定
し
た
平
和
を

感
じ
さ
せ
る
景
色
で
も
あ
る
。

००
写真と文
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雨中にて候

新
緑

　
５
月
22
日（
火
）に
大
輪
田
塾
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の「
漁
業
・
水
産
業
に
お
け
る
６
次
産
業
化
か
ら
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
へ
」で
は
、６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
大
阪
大
学
招
聘
教

授
の
光
井 

將
宇
氏
よ
り
６
次

産
業
化
の
基
礎
や
商
品
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
絞
込
み
や

ニ
ー
ズ
分
析
、調
査
・
検
討
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受

け
、
塾
生
か
ら
は
、
個
人
経
営

体
で
の
取
組
方
法
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、農
業
の
事
例
を
交

え
な
が
ら
取
組
方
法
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の「
食
都
神
戸
２
０ 

２
０
」で
は
、
大
輪
田
塾
第
１

期
生
で
あ
り
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
副
組

合
長 

前
田 

勝
彦
氏
よ
り
Ｊ
Ｆ

神
戸
市
や
神
戸
市
が
取
組
ん
で

い
る
食
都
神
戸
２
０
２
０
に
つ

い
て
、水
産
加
工
品
な
ど
の
海

外
展
開
に
向
け
各
国
で
開
催
さ

れ
る
展
示
会
へ
の
参
加
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
マ
ス
コ
ミ
を
駆
使
し
た
イ

メ
ー
ジ
戦
略
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
塾
生
か
ら
は
、洗
練
さ
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
外
国
人
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
ツ
ア
ー
へ
の
質
疑
な
ど
、有

意
義
な
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

「
漁
業
・
水
産
業
に
お
け
る
６
次
産
業
化
か
ら

 

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
へ
」
と

 

「
食
都
神
戸
２
０
２
０
」　　

６次産業化講義食都神戸2020
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